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ゼオン山口は、日本ゼオンのグループ会社として 1992 年 10 月に設立しました。当初は地場

企業として、建設業でスタートしましたが、その後、分析業と構内物流出荷業の拡充を図り、今

日では 3部門の事業展開を基盤としています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 顧客への幅広い環境支援活動 

当社は、日本ゼオン徳山工場内の排ガス・騒音・工場排水等の分析を行い、工場の環境活動を支援しています。外部においては、

県・市町村・民間企業からの委託を受けて、湖沼・海域等の水質や騒音・振動等の環境の監視、周辺企業の環境分析、公共施設

（小学校・中学校・高等学校・美術館等）の室内環境衛生検査（シックハウス）の測定を行い、行政や企業等の環境活動の支援と環

境負荷の低減に寄与する事業活動を展開しています。 

2010 年度に立ち上げた太陽光発電システム工事販売事業では、県内の公共施設（中学校・高等学校を含む）や民間施設へ拡販

しています。また、高潮（津波）対策として湾岸工事（ゲ－ト設置）にも着手しています。 

今後も地球規模での環境負荷低減活動や環境安全対策事業に積極的に参画していきます。 

  

事務所屋上に設置した太陽光発電システムのパネル（5.5kW）と本社正面玄関に設置した LED 発電表示板。2014 年度の発電量

は 6,324kW、売電量は 1,283kW でした。 

 

 

 

髙村 利之代表 

 

ゼオン山口本社事務所玄関前で 
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2. 環境関連データ 

産業廃棄物の発生量および埋立処分量が前年度に比べて多くなっていますが、これは日本ゼオン徳山工場内の土地整備（カーボ

ンナノチューブプラント建設地の整備、消火栓配管の埋設）に伴って発生した残土です。再利用可能な残土の分別を徹底し、埋立

処分を最小限に抑えました。 

 

ゼオン山口（株） 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 
PRTR法対象物質 対象物質数 40  40  40  40  40  

使用量（トン） 0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  
排出量（トン） 0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  

産業廃棄物 減容前発生量(トン) 187  135  207  225  4,018  
埋立処分量（トン） 2.0  18.2  1.4  0.8  297.2  

水資源（工業用水＋地下水＋上水道）使用量 
（千 m

3
） 

0.2  0.2  0.3  0.2  0.2  

CO2排出量（トン） 12  11  11  12  11  
エネルギー使用量（原油換算、kL） 6  6  5  5  5  

 

 

 

毎年、日本ゼオン徳山工場と連携し、工場に隣接している東川や公園および道路の清掃に従業員有志が積極的に参画し、地域住

民の方と一緒にいい汗をかいています。さらに、近隣企業とともに『まちと森と水の交流会』という活動で、森林の低木伐採にも参加

しています。また、スポ－ツを通じた活動として、周南地域で開催されるソフトボ－ル大会や 24 時間リレ－マラソンに出場し参加者

と親睦を図るとともに、会社知名度アップにつなげる活動を展開しています。 

 

●清掃活動 

 

東川清掃活動の参加メンバ－ 

 

 

東川清掃活動風景 

 

清掃前 

 

清掃後 

●周南市駅伝大会 

1周 3.2kmの周回コース 16.8km を 5区間でタイムを競い、1時間 15分で 23チーム中 15 位でした。 

 

参加メンバー 

 

アンカーへのリレー 
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●第 11 回周南 24時間リレーマラソン inYamaguchi 

1チーム 15名で 1周 1.6kmの周回コースを 206周（329.6km）走り、137チーム中 28位でした。 

 

スタート風景 

 

参加メンバー 

 

 

走る社員をみんなで応援 

 

 

●まちと森と水の交流会 

山口県周南農林事務所主催の、水を守る森林づくり推進事業の一環として開催された『まちと森と水の交流会』へ参加しました。 

この活動の趣旨は生活や企業活動に欠かせない生活用水・農業用水・工業用水を得るための、森林の持つ水源涵養機能や地球温

暖化防止機能などについての理解を深めてもらうと共に、森林整備（低木を伐採）や適切な管理に対する自主的な活動を推進するこ

とが目的で、近隣企業22社、総参加者384名にて約1haの森林整備を行うボランティア活動で、当社も地域社会への貢献活動の一

環として、家族と共に参加し、ノコギリを手に直径5cm程度の低木を伐採する作業を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

参加メンバー  低木伐採風景 
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●水辺の楽校 

課外授業「水辺の楽校」は出前講座として国土交通省が小学校より依頼を受け開講しており、「河川愛護の観点からそこに棲む生物

を知る」ことを目的に、小学生の居住区を流れている防府市・佐波川河川の水生生物調査を実施するという活動です。当日は国土交

通省職員と当社の技術者が「生物の採り方」や「分類の仕方」について小学生へ指導を行いました。参加した生徒は初めての体験に

興味津々な面持ちで、日頃触ることのない顕微鏡の使い方や水生生物の分類方法を教わりながら自分で観察した結果をまとめ、佐

波川の水質について学び、体験できたことに感銘を受け、全員が無事に課外授業を終了することができました。 

これからも事業活動を通じ、地域に貢献できる支援活動に参画していきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●密輸撲滅キャンペーン活動 

2014 年 5 月と 10 月に徳山駅前にて行われた「密輸撲滅キャンペーン」に、門司通関士部会の一員として当社物流事業部の栗原

通関士と生田通関士が参加しました。 

「武器・麻薬・偽ブランド品」等に対する意識を高めてもらうために、税関、海上保安庁、警察署などの関係機関の職員だけでなく、

税関のイメージキャラクターである「カスタム君」と海上保安庁の「う－みん」も参加して密輸防止のチラシとメモ帳を配布し、一般市

民の方々へ理解を深めてもらう活動を展開しました。 

 

●ウェブサイト開設と広報への広告掲載 

当社が水質検査をしていることを近隣住民により多く知っていただくため、ウェブサイトの開設と、地元周南市の広報に広告を掲載

し、環境事業をアピールしています。 

 

 

 

 

 

  

児童への指導風景 

 

周南市の広報誌「広報しゅうなん」の広告 


